
政
府
と
電
力
会
社
は
馬
耳
東
風
で

原
発
の
再
稼
働
に
狂
進
。
現
在
、
再

稼
働
中
の
原
発
は
２
機
で
す
。
２
月

22
日
に
は
原
子
力
規
制
委
員
会
が
関

西
電
力
大
飯
原
発
３
・
４
号
機
の
再

稼
働
に
向
け
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
を
出
し
ま
し

た
。
ま
た
九
州
電
力
は
２
月
23
日
に

定
期
点
検
停
止
中
の
川
内
原
発
２
号

機
を
再
稼
働
し
ま
し
た
。

国
会
で
は
昨
年
11
月
の
イ
ン
ド
と
の

原
子
力
協
定
締
結
に
関
す
る
承
認
案

件
を
審
議
。
日
本
は
イ
ン
ド
に
原
発

を
輸
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
、
原
発
避
難
者
への
「帰
還
」

政
策
が
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府

は
避
難
指
定
地
域
で
年
間
20
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
の
放
射
線
量
の
地
域
は

安
全
と
し
て
、
次
々
に
避
難
指
示
を

解
除
し
住
民
を
帰
還
さ
せ
、
住
民
か

ら
は
訴
訟
が
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た

国
と
福
島
県
は
自
主
避
難
者
２
万
６

０
０
０
人
の
住
宅
補
助
を
、
今
年
３
月

で
打
ち
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
避
難
指
示
地
域
の
解
除
に
と
も

な
う
住
民
の
住
宅
補
助
の
打
ち
切
り

も
狙
っ
て
い
ま
す
。

福
島
原
発
事
故
は
誰
が
引
き
起

こ
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
国
と
東
京
電

力
で
す
。
原
発
被
害
者
の
願
い
は
、
元

の
生
活
に
戻
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
す

ぐ
に
叶
わ
な
い
な
ら
、
原
発
事
故
被

害
者
が
路
頭
に
迷
わ
な
い
よ
う
、
東

電
と
国
が
責
任
を
持
ち
生
活
を
補
償

す
る
べ
き
で
す
。

原
発
事
故
か
ら
６
年
が
経
つ
な
か
、

避
難
者
の
生
活
補
償
金
への
「ね
た
み
」

と
中
傷
、
子
ど
も
へ
の
「
い
じ
め
」
が
聞

か
れ
、
悲
し
く
さ
み
し
い
こ
と
で
す
。

責
任
の
所
在
は
国
と
東
電
に
あ
る
こ

と
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
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2017年３月号

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
６
年
。

原
発
事
故
に
伴
う
福
島
原
発
４
基
の
廃
炉
作
業
は
未
だ
五
里
霧
中
。
原

発
避
難
者
は
全
国
で
約
12
万
７
千
人
、
47
道
府
県
、
１
０
９
９
の
市
区
町

村
に
所
在
（復
興
庁
１
月
31
日
発
表
）し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
原
発
推
進
、

原
発
輸
出
を
す
る
安
倍
政
権
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

原発事故から6年目 今も127,000人が避難中

それでも原発再稼働・輸出強行の安倍政権

会社名 発電所名 許可日 再稼働開始日

関西電力 美浜3号機 16年10月5日

関西電力 高浜1号機 16年4月20日

関西電力 高浜2号機 16年4月20日

関西電力
高浜3号機

高浜4号機
15年2月12日

16年 1月29日
仮処分停止中

関西電力 大飯3号機

大飯4号機
17年2月22日

四国電力 伊方3号機 15年7月15日 16年 8月12日

九州電力
玄海3号機
玄海4号機

17年1月18日

九州電力 川内1号機 14年9月10日 15年 8月11日

九州電力 川内2号機 14年9月10日 定期点検停止

２月23日再稼働

原発新規制基準設置許可及び再稼働原発一覧

原子力安全推進協会ＨＰより作図

イ
ン
ド
に
も
原
発
輸
出

フ
ク
シ
マ
被
害
者
は
切
捨
て

願
い
は
元
の
生
活
に
戻
る
こ
と

責
任
は
国
と
東
電
に
あ
り



政
府
の
法
案
提
出
理
由
は
国
際
組
織
犯

罪
防
止
条
約
の
締
結
に
必
要
と
の
こ
と
。

で
す
が
、
こ
の
条
約
は
組
織
的
な
犯
罪
集

団
（
マ
フ
ィ
ア
）
の
犯
罪
や
資
金
洗
浄
な
ど

に
対
し
、
国
連
が
各
国
に
必
要
な
国
内
法

の
整
備
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
安
倍
内

閣
の
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
は
全
く
無
関
係
で

す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
「
テ
ロ
等
準

備
罪
」
が
必
要
と
の
理
由
を
つ
け
て
い
ま
す

が
、
現
在
あ
る
刑
法
で
対
応
は
可
能
で
す
。

安
倍
内
閣
は
「
テ
ロ
」
と
名
を
つ
け
れ
ば
法

案
を
通
せ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
「
共
謀
罪
」
（
テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
）

が
国
会
審
議
で
明
ら
か
な
の
は
、
こ
の
法

律
は
時
の
権
力
者
に
都
合
よ
く
で
き
て
い

て
解
釈
と
適
用
対
象
を
警
察
や
検
察
が

恣
意
的
に
運
用
で
き
る
こ
と
で
す
。
（
表
）

例
え
ば
、
自
治
会
が
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
問

題
で
反
対
に
合
意
し
、
そ
の
た
め
に
工
事

車
両
に
抗
議
行
動
を
し
よ
う
と
準
備
し
た

場
合
に
は
「
団
体
の
目
的
が
一
変
し
た
」
と

し
て
、
共
謀
罪
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
お
ち
お
ち
政
府
の
批
判
も
で

き
ま
せ
ん
。

ま
た
政
府
案
で
は
共
謀
罪
は
２
７
７
の
犯

罪
に
適
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、
広
範
囲
の
電

話
の
盗
聴
、
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
さ
れ

て
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
丸
裸
で
す
。

国
会
審
議
で
は
金
田
勝
年
法
務
大
臣
自

身
が
答
弁
不
能
、
法
務
官
僚
は
「
検
討
中
」

を
繰
り
返
す
だ
け
。
こ
ん
な
い
い
加
減
で
危

な
い
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
法
案
は
、
絶
対
に

成
立
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

も
野
党
と
市
民
が
総
が
か
り
で
、
同
法
を

廃
案
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会
お問い合わせ先

２０１７年３月

法解釈も適用も、権力の“サジ加減”で決まる

東京新聞2017年2月20日 朝刊

あ
な
た
も
、
い
つ
か
は
共
謀
罪
に
？

「テロ等準備」の名の「共謀罪」

今
国
会
は
様
々
な
重
要
法
案
が
目
白
押
し
で
す
。
中
で
も
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
法
案
は
、

こ
れ
ま
で
３
回
も
国
会
で
廃
案
に
な
っ
た
「
共
謀
罪
」
が
名
前
を
変
え
た
も
の
。
こ
の
法
案

は
言
論
や
表
現
の
自
由
を
奪
い
、
社
会
を
監
視
と
萎
縮
に
追
い
込
む
悪
法
で
す
。
こ
の
法

案
が
成
立
す
る
と
、
様
々
な
社
会
運
動
や
団
体
、
個
人
が
警
察
の
〝
サ
ジ
加
減
″
で
同

法
が
適
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
法
案
は
廃
止
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
。

「
テ
ロ
」
と
名
付
け
れ
ば
立
法
可
能
？

総
が
が
り
で
廃
案
に
追
い
込
も
う

あ
る
日
突
然
、
一
般
人
に
適
用
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